
御畳瀬地域の方と交流し、御畳瀬地域の特産品であるオキウルメを
用いた郷土料理を教えて頂きました。その後、学生たちが郷土料理
の再現にチャレンジしました。さらに、地域の方の健康状態や食生
活を伺い、フレイル予防を目的に沖ウルメをつかったアレンジレシ
ピを考案し、地域の方に料理を試食して頂きました。
実習を通して、学生達はフレイルについて知識を深め、健康を維持
する食材や食べやすい野菜の切り方、食感、誤嚥を起こさないため
のとろみ付けなど、一つ一つに着目し、対象者の事を考えて試作を
重ねてレシピを考えました。実際に試食をしてご意見を頂くことで、
改善点や味つけについて考える機会となりました。

令和4年度 健康栄養フィールドワーク
5. ＜御畳瀬のフレイル対策＞

学生数：6名
実習場所：御畳瀬ふれあいセンター
現地実習日：6月19日(日）、8月24日(水）、9月27(火）日

＜現地実習１日目＞

御畳瀬地区にある「みなや」で開かれたイベントに参加し、集まっ
た高齢者の方から食生活や健康状態についてお話を伺い、御畳瀬地
区の郷土料理や特産品についても教えて頂きました。

【実習概要】



〈現地実習２日目〉
御畳瀬ふれあいセンターにて地域の方から、オキウルメを用いた郷土料理「つみれ汁」と「ヘラ焼き」

の作り方を教えて頂いた。



〈現地実習3日目〉
学生たちは、教えて頂いた郷土料理をもとに、オキウルメを使ったフレイル予防アレンジレシピとして、
「沖ウルメつみれのあんかけ」と「沖ウルメのつみれ汁」を考案し地域の方に提供した。集まった13名の
地域の方には好評でした。




